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図1.京大炉 ･反応系 N 炉内総中性子数
C 炉内総先行核数
F 燃料体内での総熱量
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なる広義の角振動数を計算すれば,


















お茶の水大 ･理 柴 田 文 明
橋 爪 夏 樹
非線型量子系に対するランジュバン方程式は一般化された位相空間の方法と減衰理論
を用いて定式化する事が出来る三)その際非線型性はコヒーレント状態が担い,非平衡
系の枠は射影演算子を適当に選ぶことによって作られる｡コヒーレント状劇 まボソン,i)
及びスピン系3)に対 して明確に定義されているから,この二つの系に対して一般的手法
を与えることが出来る｡
ランダム周波数変調の模型を量子系に拡張したものはボソンで書く事が可能であるが,
揺動力は熱浴の変数の他にあらわにボース演算子自身を含むこととなる｡この系に対し
て揺動力の相関々数と減衰定数との関係は比較的容易に見出せて,通常の線型の場合の
関係式を形式的に拡張した様な形となる(減衰 "定数"が変数に依る)｡ しかしスピ
ン系の場合にはそう単純ではなく考えているスピン変数自体と揺動力との二重交換子の
フーリェ変換を考えねばならない40)これはスピン演算子の交換関係が C一数とはならな
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